
名古屋城石垣の文献調査と展望 

 

 

 

 

 
 

 

日時  2023年７月２２日（土） 13：30～15：00 

場所  日本城郭研究センター 2階大会議室 

講師  堀内 亮介 氏（名古屋城調査研究センター 学芸員） 

1990年生まれ。2019年に名古屋市入庁、名古屋城総合事務所名古屋城調査研究センター学芸員と

して勤務。名古屋城石垣に関する文献調査等を担当。専門は、日本中世、近世歴史学。主な著書に

「名古屋城天守の宝暦大修理と仕様之大法」（『名古屋城調査研究センター研究紀要1号』所収、

2020年）「名古屋城石垣普請における扶持米給付」（『史料が語る 名古屋城石垣普請の現場』所

収、2022年）「名古屋城下御深井御庭の景観と利用」（『名古屋城調査研究センター研究紀要4号』 

所収、2023年）などがある。 

定員  １８０名（応募多数の場合は抽選） 

申込方法 事前申込制 下記①②いずれかの方法でお申し込みください。 

①  往復ハガキ（１通につき、１人まで） ６月23日（金）必着 

〒・住所・氏名(ふりがな)・電話番号を明記。返信ハガキに返送先の宛名を記入の上、下記申込先まで郵送して下さい。  

② インターネット申込（電子申請） ５月22日（月）～６月23日（金）17時まで 

城郭研究室HP「イベント」内のリンクからお申込みください。 （詳細は裏面に記載しています） 

    

お問い合せ・お申込み先 

〒670-0012 姫路市本町68-258  姫路市立城郭研究室「名古屋城」係 ℡ 079-289-4877 

城郭研究室HP  http://www.city.himeji.lg.jp/jyokakuken/  

※城郭研究室では、姫路城三の丸にあった御殿・櫓などの資料（古写真・古文書など）を探しています！！ 

名古屋城は慶長15（1610）年に徳川家康の命によって築かれた近世城郭です。加藤清正や池田輝

政ら西国・北国大名20家を動員した公儀普請によって、わずか半年でほぼ全域の石垣が完成しました。

今回の講演では、名古屋普請の際の丁場割図や普請に参加した大名家が残した古文書、尾張藩による石

垣修理の記録などをもとに、文献資料からみた名古屋城石垣の歴史について紹介します。 

令和５（2023）年度 第２回 城郭市民セミナー 

姫路城世界遺産登録30周年記念事業 



◆申し込み方法◆ 
必要事項をもれなく記入してお申し込みください。申し込みは本人のみ有効です。 

 
①往復ハガキの場合 

  一人１枚の往復ハガキで下記によりお申し込みください。 
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 ・申し込む講座名 
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切手は 63 円 
※料金不足に注意！ 

②インターネット（電子申請）の場合 

  姫路市立城郭研究室ホームページの申込フォームよりお申し込みください。 

  HP https://www.city.himeji.lg.jp/jyokakuken/ 

   新着情報またはメニュー→イベント内のリンクからお入りください。 

    ※動作環境により、利用できないことがあります。 

    ※システムから通知メールおよび抽選結果のメールを送信します。 

     ドメイン指定受信を設定されている方は「elg-ｆront.jp」 

を受信できるように指定してください。 

    ※申請後、画面に表示される到達番号・問い合わせ番号は、 

必ず記録しておいてください。 

    ※返信がない場合は、城郭研究室迄電話またはメールでお問い合わせください。 

                  TEL   ０７９（２８９）４８７７ 

                                    E-mail  kyo-jyokaku@city.himeji.hyogo.jp 

 

                                        

この QR コード

からも HP トッ

プページに入る

ことができます 


